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A Study on Simultaneous Wireless Data and Power Transmission
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	２．研究開発内容及び成果
	アナログキャンセレーション AGCやADCの性能を超えた信号を除去するために、アナログ干渉除去を設計して基本性能を評価した。アナログ干渉除去を実現するために、アナログ信号の振幅と位相を制御可能なQHx220を用いたバランキャンセル回路を実装した。バランキャンセル回路は、バラン（Balun: balanced-unbalanced）回路を利用して自己干渉を除去する技術である。アンテナを3つ必要とするアンテナキャンセレーションに対して、アンテナの本数が2本で済むというメリットがある。
	デジタルキャンセレーション これまでの干渉除去手法は、バースト的に発生するデータ伝送同士が衝突した場合の干渉除去手法であった。データ伝送ではパケットの中身が未知であるため、逐次干渉除去などのように片方のデータ伝送の中身を得てからもう一方のパケットを抽出するのが一般的であった。それに対して、電力伝送信号干渉除去手法は、バースト的に発生するデータ伝送と定常的に発生している電力伝送が衝突した際に、電力伝送信号の波形が既知であることに着目する。データ伝送と電力伝送が衝突してもそれぞれの情報伝達と電力供給に...
	プロセッサにテキサスインスツルメンツ社のCPUであるMSP430、無線通信としてIEEE 802.15.4の物理層を提供するCC2420を具備したTelosBを改造してスーパキャパシタとRF-DC変換回路を接続し、無線電力伝送対応の無線ノードを構築した。MSP430上ではオペレーティングシステムとしてSICS（Sweden Institute of Computer Science）で開発されたContiki OSを用いて、Contiki OS上のタスクとして通信プロトコルを実装した。RF-DC変...
	P-CSMA/CAは、電力信号をフレームと見なして、データフレームと電力フレームがアクセス権を競う通信方式である。図2 にP-CSMA/CAの動作を示す。アクセスポイントでは、通常のCSMA/CAと同様にランダム時間バックオフした後にキャリアセンスして、他のノードが通信していなかった場合には電力フレームを送信する。アクセスポイントは電力フレームの送信が終了してもACKの受信は行わない。電力フレームを送り終わると同時に、次の電力信号を送信するためのコンテンションを開始する。センサノードでは、センサデ...
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	現在、計測器メーカやデバイスメーカなど多くの企業から本研究の成果について問い合わせをいただいている。問い合わせの多くはスペックに関するものや試してみたいという内容である。ハードウェアの製造データ、シミュレーションソースコード、ソフトウェア無線のソースコードを早い段階で公開し、様々な企業で試行ができる環境を整えて行きながら社会展開を進めたい。また、技術的な観点では、より大容量の電力を送信できる仕組みを研究開発する予定である。
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